
​2026年度　第５回運営委員会議事録​

​日時​ ​2026年８月２日（日）10:00〜12:00​ ​場所​ ​自治会館2階​

​出席者​ ​会長、副会長　運営委員　計21名​

​欠席者​ ​2名​

​議事進行​ ​山本副会長​ ​議事録​ ​総務事務（川﨑）​

​議事録確定日​ ​2026年８月14日​ ​回覧依頼​ ​2026年８月14日​

​議題​
​会　　　　長​ ​長　濱​ ​1​ ​連絡、報告事項​

​2​ ​ゆうゆう倶楽部との業務の件​
​総　　　　務​ ​山　本​

​生活環境​ ​月　岡​
​諏訪部​

​1　坪井小学校正門前及び坪井児童ホーム前の花壇について​

​防犯防災​ ​細　井​
​小　野​

​1​ ​防犯パトロールの実施確認​

​イベント​ ​渡　邊​
​吉　川​
​伊集院​

​1​ ​敬老イベント活動報告​
​2​ ​芋掘りイベント活動報告​

​会計（出金）​ ​平　尾​ ​1　支出状況​
​会計（入金）​ ​野　村​ ​1　会員状況、収入状況​
​総務事務​ ​清　田​

​川　崎​
​　​

​清　水​
​〈地区担当〉​
​きりかぶ​ ​倉　持​

​板　谷​
​つぼすみれ​ ​岩　淵​

​山　本​
​高　貝​

​たんけん​ ​寺　田​ ​1　報酬案に対する会員から寄せられた意見について​
​久保橋​ ​1　たんけん7班、8班統合についてのヒアリング結果​

​木のぼり​ ​本　村​
​木 の 実​ ​菅　原​
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​議事録​
​※各議事の詳細は、資料参照​

​会長（長濱）​
​●​ ​連絡・報告事項​

​郵便物​​：  7月分の受理状況を共有。光熱費（電気・水道代）関連が主であり、特筆すべき​
​重要案件はなし。​
​敬老訪問（9/12）​​： たんけん地区の最高齢者（103歳）に対し、民生委員および児童と​
​共に訪問を実施する。会長が同行するが、不測の事態に備え渡邊氏をバックアップ（代​
​理）として対応をして頂く。​
​地域活動​​：  8/30開催の自治連合会夏祭り（坪井小学校）について、掲示板へのポスター​
​掲示を完了。​

​●​ ​「ゆうゆう倶楽部」との業務境界の明確化​
​事務効率化と責任範疇の明確化を目的に、ゆうゆう倶楽部の申請業務範囲を「船橋市への​
​町会自治会交付金申請」「防犯灯設置補助金申請」「公園清掃委託契約」の3点（および​
​防犯の一部）であることを再確認した。​
​上記以外の（防犯、イベント等）の補助金申請、日常的な郵便物確認、重要書類の保管管​
​理は運営委員会が主体的に執行する。​

​●​ ​自治会館内での情報管理・保管体制の刷新​
​情報漏洩および重要書類の紛失リスクを低減するため、会長主導で自治会館1階ラックを​
​整理。既に「会長」「総務」「会計」「入金・集金」等のラベル貼付による専用スペース​
​の確保を完了した。​
​運用ルール：  各担当者は必要書類を自宅保管せず、原則として館内の指定スペースで管​
​理すること。ファイル等の備品が必要な場合は各自で購入し、実費精算を行う。​

​生活環境（月岡、諏訪部）​
​●​ ​坪井小学校前花壇の管理方針​

​市からの回答：​ ​要望していた低木の植栽について、市より「通行時の視認性（安全性）​
​確保および維持管理上の課題から困難」との回答を受領。代替案として「防草シート設​
​置」または「アスファルト舗装」が提示された。​
​リスク検討：​ ​アスファルト舗装を行った場合、当該スペースへの無断駐車が発生するリ​
​スクを懸念。​
​今後の対応：​ ​視認性の問題を論理的背景としつつ、清水氏を通じて小学校側の管理継続​
​意向を再確認する。また、水やり等の協力を得ている小学校および児童ホームに対し、舗​
​装が与える影響についてヒアリングを実施し、次月に最終判断を行う。​

​防犯防災（細井、小野）​
​●​ ​防犯パトロール：​ ​本日18時より実施。集合場所は自治会館1階。細井、川﨑、長濱、高​

​貝、吉川、諏訪部、久保橋の計7名に加え、有志で実施予定。​

​イベント（渡邊、吉川、伊集院）​
​●​ ​敬老イベント（9/12）：​

​参加申込数は51名。90歳以上の4名には会長らが戸別訪問し、花束を贈呈する。​
​財政運用：​ ​記念品（クオカード等）は自治会費、紅白饅頭・事務経費・花束などは船橋​
​市の補助金を充当し、財源を使い分ける。​
​協力体制：​ ​子供ボランティア（16名）への謝礼はラパンの金券（600円）とする。大人​
​ボランティアへの謝礼は紅白饅頭とする。運営委員からは当日ボランティア（誘導1名、​
​お茶出し・電話対応3名）の追加協力を要請中。​
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​●​ ​芋掘りイベント（10/24または25）：​ ​スタッフ9名体制（イベント担当4名、会長、山​
​本副会長、他3名）を想定。​

​●​ ​日大実験教室およびLINE運用：​ ​10/31開催分について、現在9名の申込を受理。LINEで​
​の再通知を行うが、現在のフォロワー数（約1,300名）に対し、月4回の配信で制限数（​
​5,000メッセージ）を超過する計算（1,300×4=5,200）となるため、月3回を上限とした​
​効率的な運用を徹底する。​

​会計（平尾、野村）​
​●​ ​支出状況：​ ​7月のコピー機使用料が8,000円（例年の倍）であったが、通期予算（12万​

​円）内であり許容範囲。ただし、管理の徹底として、プリントアウト時も「使用記録簿」​
​への記入を義務付ける。​

​●​ ​入金・会員状況：​ ​7/12の集金により6,535,500円の入金を完了。現在の総世帯数は​
​1,092。​

​●​ ​個別対応：​ ​未回収世帯（たんけん・つぼすみれ各1件）への継続対応を確認。​

​地区担当：報酬案および班統合（寺田、久保橋）​
​●​ ​役員報酬案に対する合意形成：​

​探検地区の会員等から寄せられた「報酬制度導入への納得感の欠如」という意見に対し、​
​説明不足を是認。​
​役員をやりたくないというのが自治会退会のひとつの理由であったり、新役員で役職を決​
​める際に負荷の大きい会長、副会長ポスト等には積極的にはつきたがらないという現状が​
​ある。一方、世帯数の多い自治会において役員報酬制度が多く導入されている事例もあり​
​「役員を担うメリット（インセンティブ）」を導入しようというのが今回の案である。​
​今後、役員報酬制度の目的・理由について分かりやすい資料を臨時総会以前にHPで公示​
​し、唐突な提議とならないようにしていく。​
​また「退会によるデメリット」がない事も問題だとの意見が出て今後引き続き議論する事​
​となった。​

​●​ ​班の統合（たんけん7・8班）：​
​7班（7世帯）と8班（13世帯）のヒアリング結果を報告。​
​輪番負担の不公平感解消という背景を再周知した上で、当該2班に限定した最終アンケート​
​を実施し、次期総会での決定を目指す。​

​　　​
​●​ ​20周年イベント予算についての提案(総務　山本)​

​前年度に300万円の予算計上がされていたが、一部会員へのヒアリング等を実施した結​
​果、物品等の配布について前向きな意見が少なく、前回の運営委員会で実施を見送る判断​
​をした。​
​当該予算の有効活用として、来年度の自治会費を減額する案が提案された。​
​次回の運営委員会にて継続検討をすることとした。​
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​次回運営委員会開催予定​

​日時​ ​2026年９月６日（日）10:00〜12:00​ ​場所​ ​自治会館2階、Zoomオンライン​

​2026年９月クリーンデーのご案内​

​Aグループ​
​（第1日曜日）​ ​９月６日（日）9：30〜10：00​

​Bグループ​
​（​​9月は第４日曜​
​日。第３日曜日が​
​連休中の為。​​）​

​９月２７日（日）9：30〜10：00​

​　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上​
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